
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １８５ｍｍゴニオメータにおける 

 Ｃｕ管球を使ったＡｌ試料のスリット幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａｌのｒａｎｄｏｍ試料を用いて、ＦＥ試料用極点測定時の受光スリット幅を決定する 

 測定解析結果では７ｍｍが適当と思われる。 

 ７ｍｍの場合、バックグランドを差し引いたプロファイルで確認が必要と思われる。 
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概要 

 リガクの広角ゴニオメータはｌｉｎｅ焦点が基本である。 

   理由は、ほとんどの測定で管球位置を変えなくてもアタッチメント交換だけで対応出来る為です。 

   Ｓｈｕｌｔｚの反射法の場合でもｌｉｎｅ焦点で測定されます。 

   Ｐｏｉｎｔ焦点とＬｉｎｅ焦点では測定されるデータが異なるので、Ｄｅｆｏｃｕｓ補正は 

   線源に合わせた補正を行わなければなりません。 

   今回、Ｌｉｎｅ焦点を用いた１８５ｍｍのゴニオ半径を有するシステムのスリット幅の決定方法を 

   説明します。 

   スリット幅決定に使用した試料はＡｌのランダム試料です。 

Ａｌ試料（Ｃｕ管球） 

  

連続測定プロファイル 

  

 

 

 

 



受光スリット１ｍｍの場合のピーク幅（αは最大の１５度で） 

Ａｌ（１１１） 

Ａｌ（２００） 

Ａｌ（２２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａｌ（３１１） 

 

Ａｌ（２２２） 

 

Ａｌ（４００） 

 

 

上記幅から考えると 

   

 よって、スリットは７ｍｍ以上が最適と思われる。ただし、バックグランドを測定する場合、 

出来るだけ狭いスリットで測定（２ｍｍ程度）測定時間を増やす工夫が必要です。 

 



ＲＳ＝７ｍｍの予測されるＤｅｆｏｃｕｓ曲線（ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃで計算） 
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Al(222)  
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